








要約:乳幼児期から継続して存在する認知、知龍、行動、社会性などの発達上の間題を学童

期において引き続いて持場合合に、学校をこれらの間[に対処するための療育の場として機

能させる必要がある。そのために、精神科医、臨床心理士、カウンセラーなどが学校現場

に入り教節らと連携を取りながら学校として出来ること、あるいは学きかけることによっ

て表庭での子どもについての対処として必要な`柄を尿庭で行うなどの指導が必要とされ

ることが近年認識されるようになってきた。そのための具体的方策を提案できよう幾つか

の可能性を検討した。 


